
受賞大学一覧
大学等名 科目名 取組概要

山形大学
フィールドワーク
山形の企業の魅力

低学年での就業体験より、キャリア意識を高めることがねらい。地元中小企業の理解
及び次年次以降のインターンシップ参加促進を目指し、山形県内の中小企業でインター
ンシップ（事前訪問１日・現場実習３日・振り返り１日）を実施。

恵泉女学園
大学 フィールドスタディⅡ～Ⅴ

タイのNGOや住民組織のある農村等において、約2ヵ月半の海外インターンシップを
実施。そのために必要な事前・事後学習・モニタリング等の充実にも取り組む。

長岡技術
科学大学

実務訓練
実験・インターンシップを重視した「実務訓練」を長期間（４～５か月間）、国内外

の企業や研究機関等において実施。大学院へ進学する学生全員に対して、必修科目
として履修。

大阪大学 物質科学国内研修１
企業の研究現場等で組織の一員として技術開発に実際に従事。「皆で育てる」ことを

特徴に、学内だけでなく、企業の理解も得ながら、3ヶ月間の長期にわたるインターン
シップを実施。

亜細亜
大学

海外ビジネス
インターンシップ（AUCP)

中国現地企業・機関に派遣し、海外での仕事の内容を理解すること、現地社員の労働
観を理解すること、仕事に向かう責任感と自立心を養うこと等を目的とした長期海外
インターンシップを実施。

東京工科
大学

各種コーオプ演習
学内の授業プログラムと学外の就業体験型学修プログラムを交互に受けるカリキュ

ラム。学生は、学内の授業で事前学修をしたのち、約2か月間、企業での有給インターン
シップを実施。

湘北短期
大学

春季インターンシップ
（短期）・(長期)

インターンシップへの参加を希望した学生を全員参加させている。インターンシップ
関連業務を専門に担当するオフィスコーディネーターの配置等により、高いインターン
シップ参加学生割合を確保。

仙台高等
専門学校

インターンシップB
企業活動に貢献する課題解決型のインターンシップ。「仙台高専産学連携振興会」や

宮城県の協力を得ながら、学内の体制整備も含め、継続的に実施できる仕組みの構築に
取り組んでいる。 0
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山形大学 フィールドワーク 山形の企業の魅力

＜取組概要＞
早期からの就業体験を通して、キャリア意識を高め、働くとは何かを考えることを目的に実施。
地域の中小企業の理解及び次年次以降のインターンシップ参加促進を目指し、山形県内の中小企業でインターン
シップ（事前訪問１日・現場実習３日・振り返り１日）を行う。

評価のポイント

○ 地域でのインターンシップの推進に向け、学生・企業が参加・受入れしやすくすることを目指し、積極的な
意味での短期間のプログラムとするなど、インターンシップ実施に係る負担感を軽減し、普及していくための
工夫がなされている。さらに、県内中小企業における産学協働教育に対する意識改革にもつながっている点は
高く評価できる。加えて、受講者数の一層の増加や、次年次以降のインターンシップの本格実施に向けた展望
をより明確にすることが期待される。

○ ターゲットを地場中小企業に絞り、「インターンシップ・プログラム」の基本フォーマットを山形県中小企
業家同友会と協働して作成するなど、効果的な取組となるよう工夫を行っている。

○ 受講者の追跡調査を実施し、キャリア意識や学修
意欲、将来の職業選択等のプロセスと決定に関わる
要因の把握にも努めているとともに、教職協働に
よる学生向けの「インターンシップマニュアル」の
策定や、学習管理システムの活用により、効果的・
効率的なインターンシップの運用がなされている。

（基本データ ※平成29年度実績）
インターンシップ参加者数/ 43人
受入企業等数/ 25社

（山形県中小企業家同友会加盟企業）
実施年次/ 1年次【選択必修】

低学年 地域連携 モニタリング
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恵泉女学園大学 フィールドスタディⅡ～Ⅴ

＜取組概要＞
タイ滞在中の4か月半のうち、NGOや住民組織のある農村等において、約2ヵ月半のインターンシップを実施。

（タイに到着してすぐの2か月は、タイ語学習やタイ社会文化、国際協力についての講義を受講。）
タイ現地でインターンシップを実施する前には、半年間の事前学習と、帰国後の半年間の事後学習を必ず実施。

評価のポイント

○ 2000年度から当該インターンシップを実施しており、充実した事前・事後学習やインターンシップ中の現地
でのモニタリングの実施など、教育効果は高いと認められる。

○ 海外（タイ）のNGOや農村等といった特徴的な受入先でのインターンシップや、４か月半の滞在期間のうち
の２か月半をインターンシップと位置づけ、インターン
シップ実施期間中以外でも現地の文化等を学ぶことがで
きるプログラムとするなど、教育的効果を高めるために
様々な工夫がなされている。

○ 当該科目を実施するために「体験学習委員会」を設け、
組織的に運営しているとともに、全学的な取組として毎月
のFD・SD研修を行っている。

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ ７人
受入企業等数/ ６機関

（Mplus Thailand 、Nontao Village（LAPATO coffee）
Hinlaatnai Village 、Huay Ikan village、Paayuan
village、Panlao Village）

実施年次/ 2～4年次【選択】

海外長期 NGO等
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長岡技術科学大学 実務訓練

○ 大学院への進学を視野に入れた必修科目として設計され、学生の適性や専門性等を考慮した長期のインターンシッ
プであり、大学の特色や目的とうまく連動した取組である。

○ 報告書や受入企業等の責任者からの「評定書」だけでなく、修士課程修了後5年以上経過し、社会人として実務に
携わっている修了生を対象としたアンケート調査を実施し、インターンシップの効果の検証に努めている。

○ 「実務訓練シンポジウム」や「実務訓練報告会」
の開催のみならず、「実務訓練委員会」を設置する
など、全学的な取組となっている。また、大学とし
て「実務訓練責任者」を企業等に委嘱するとともに、
インターンシップ実施期間中の担当教員による
企業への訪問等により、産学協働の仕組みを構築
している。

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ 411人
受入企業等数/ 272機関
（日本電信電話（株）物性科学研究所等）

実施年次/ 第4年次【必修】

＜取組概要＞
実験・インターンシップを重視した「実務訓練」を長期間（４～５か月間）、国内外の企業や研究機関等におい
て実施。
大学院へ進学する学生全員に対して、必修科目（8単位）として履修。

評価のポイント 長期 地域連携 モニタリング
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大阪大学 物質科学国内研修１

インターンシップ参加者数/ 15人
受入企業等数/ 13社

（新日鐵住金化学、デュポン、オムロン、積水
化学、住友化学、日本触媒、カネカ、日本電
信電話、株式会社O、産業技術総合研究所、
物質･材料研究機構、理化学研究所、分子科学
研究所 等）

実施年次/ 博士後期課程1年次【必修】

＜取組概要＞
企業の研究現場で技術開発に実際に従事、あるいは公的研究機関の組織の一員として活動する。
「皆で育てる」ことを特徴に、学内だけでなく、企業の理解も得ながら、3ヶ月間の長期にわたるインターン
シップを実施。

○ 主に博士後期課程１年次を対象とした必修科目であり、企業や研究機関の現場において、専門分野に限定す
ることなく、社員・職員と同等の業務を３か月に渡って実施するプログラムとなっている。また、教員間でイ
ンターンシップの有効性がよく共有されている。

○ 職場の上司によるチェック、学習内容の確認や今後の展開について考えさせる報告会、社会人基礎力に基づ
く自己評価シートの作成など、定量的・定性的なインターンシップの効果測定の仕組みが重層的に設けられて
いる。

○ ８名の専任教員に加え、２名の特任教員をメンター
として配置するなど、充実した体制が整備されてい
る。

評価のポイント

（基本データ ※平成29年度実績）

長期 大学院 充実した実施体制
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亜細亜大学 海外ビジネスインターンシップ（AUCP)

＜取組概要＞
「行動力あるアジアグローバル人材の育成」を目指し、現場での体験主義を元に、現地企業・機関の仕事の内容
を理解すること、中国人社員の労働観を理解すること、業種や職種について具体的な理解を深めること、仕事に
向かう責任感と自立心を養うこと、コミュニケーション能力を鍛えることを目的とした海外インターンシップ。

評価のポイント

○ 「行動力あるアジアグローバル人材の育成」を目指した、１か月以上の海外インターンシップであるととも
に、事前・事後学習や大学が実施するPDCA等に企業等が積極的に参加している。加えて、受入企業に対して、
大学独自のハンドブックを配布し、インターンシップの質の確保に努めている。

○ 「My Before－After」シートや成果報告会を通じて学生
の成長を確認するだけでなく、その結果が、３年次以降の
キャリア開発にも活用されている。

○ 学長直下に「アジア夢カレッジ運営委員会」を設置し、
教職協働と学内の明確な役割分担の下、プログラムの運営に
取り組んでいる。

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ 6人
受入企業等数/ 約30機関

（大連漫歩広告有限公司、デロイトトーシュトーマツ大連
事務所、在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所、
スイッシュホテル、みずほ銀行（大連）有限公司、
JETRO大連事務所 等）

実施年次/ ２年次【必修】

海外長期

アジア夢カレッジのカリキュラム概念図
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東京工科大学 コーオプ企業論、コーオプ演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
コーオプ実習A・Ｂ・Ｃ

＜取組概要＞
学内の授業プログラムと学外の就業体験型学修プログラムを交互に受けるカリキュラム。学生は、学内の授業で
事前学修をしたのち、約2か月間、企業でのインターンシップを実施。
企業から給与が支払われることで、企業の一員としての役割、就業力や社会人基礎力を身につける。

○ 約２か月間のインターンシップの期間を確保するため、クォーター制を導入するなど、インターンシップの重要性
を強く認識した制度設計がなされている。さらに、必修かつ有給であることや多くの受講者の確保など、本格的なコ
ーオプ教育に取り組んでいる。

○ 事前・事後学習や、定量的・定性的な評価、モニタリングの実施も含め、学生への手厚いケアが行われている。

○ 「コーオプセンター」を設置だけでなく、プロ
グラムの企画や評価、分析や改善のために、外部
有識者や実習先企業をメンバーとする「コーオプ
教育評価検討会」を設置するなどし、組織的に取
り組まれている。

評価のポイント

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ 302人
受入企業等数/ 140社

（株式会社三幸社、日本サーモニクス株式会社、
日本電子工業株式会社、株式会社TBK 等）

実施年次/ 2年次または3年次【必修】

長期 コーオプ
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湘北短期大学 春季インターンシップ（短期）・(長期)
＜取組概要＞

学内で学生の選考は一切行わず、希望した学生は全員参加させている。2017年の参加学生数は338人で、在籍学
生におけるインターンシップ参加学生の割合は97.4％と高水準になっている。
インターンシップ関連業務を担当するオフィスコーディネーターを配置し、学生指導と実習先企業や団体との交
渉等を行っており、教員が研究と並行して学生教育により時間を注ぐことを可能にしている。

評価のポイント

○ 新入生のほとんどがインターンシップに参加しており、多数かつ多様な学生をインターンシップに送り出す
ことを可能とするような体制を構築しているとともに、企業における若手社員育成も意識して、さらに他社
への事例共有を行うことで、企業からの協力を引き出す工夫を行っている。

○ 事前学習授業「インターンシップリテラシー」の一環として、学生によるプレゼンテーション・面接・フィー
ドバックを実施し、インターンシップの教育的効果を高める工夫を行っている。さらに、先輩経験者を活用する
ことで、双方の学生にとって効果的なモニタリングを実施している。

○ 評価のポイント③全学組織として「インターンシップ
センター」を設置するとともに、専任職員であるコーディ
ネータを配置するなど、充実した実施体制を構築している。
さらに、全学の教職員を対象に、組織的な取組に関する
FD・SD研修を通年で実施している。また、インターン
シップの担当以外の教員も実習先を訪問することで、教員
自身が、大学教育に対する社会からのニーズを理解する
機会にもなっている。

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ 338人
受入企業等数/ 132社

（ソニー、ＪＴＢコーポレートセールス、野村證券、
三越伊勢丹、厚木商工会議所 他）

実施年次/ 1年次【選択】

低学年 充実した実施体制希望者全員参加
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仙台高等専門学校 インターンシップB
＜取組概要＞

企業活動に貢献するとともに、学んだ知識を使うことのできる技術に昇華させることを目的とした「知識を知恵
に変える」ための課題解決型のインターンシップ。
「仙台高専産学連携振興会」や宮城県の協力を得ながら、学内の体制整備も含め、継続的に実施できる仕組みを
構築。

○ 企業活動に貢献するとともに、学んだ知識を使うことのできる技術に昇華させるという明確なコンセプトの
下、PBL型の長期のインターンシップに取り組んでいる。

○ 外部アセスメントを有効活用するとともに、「週報」の運用や、中間・最終の報告会の実施、東北地区での
シンポジウムにおける全活動内容の発表など、学修効果のアウトプットが徹底されている。

○ インターンシップ実施のための全学的な体制が構築
されているとともに、産学連携振興会会員企業出身の
コーディネータの配置や宮城県からの支援等により、
産学官が協働した取組となっている。

評価のポイント

（基本データ ※平成29年度実績）

インターンシップ参加者数/ 49人
インターンシップ受入先
仙台高専産学連携振興会(仙台高専の企業協力会）
加入企業等数/ 約150社
実施年次/ 専攻科１年次【選択】

地域連携PBL長期
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